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★29日(水)は祝日のため、30日(木)　
　は館内整理日のため休館です。

0555-73-1212　　　　0555-73-1358

library@fujikawaguchiko.ed.jp

http://www.fujikawaguchiko.ed.jp

大石・河口 火・木曜日 午後３時～６時

午後１時～５時

１４日

１５日月～金曜日上九一色

開館日 開館時間 読み聞かせ会 午後４時３０分～

4月の分館の予定

開館時間　平　日10:00～19:00
　　　　　土・日 9:00～17:00

◎読み聞かせ会◎◎読み聞かせ会◎
●0・1・2・3歳対象 〈午前１０時３０分～〉

●幼児～小学生低学年対象 〈午後１時３０分～〉

●小学生低学年対象 〈午後４時３０分～〉

ブラウンベア（えいご）  ４月１４日（火）
うさぎのおやこ　　　   ４月２８日（火）

ピコタイム   毎週水曜日

パパのえほんタイム　   ４月１１日（土）
エトワールの会　　　　 ４月２５日（土）

♪新着図書情報♪♪新着図書情報♪ ♪新着CD情報♪♪新着CD情報♪
◎うつくしい人/西加奈子 ◎プリンセス・トヨトミ/万城目学 ◎こんな感

じ/群ようこ ◎ケータイのしくみ/菅原由美子 ◎大人の読書/谷沢永一 

◎かくもみごとな日本人/林望 ◎謎の一セント硬貨/向井万起男 ◎超円

高社会/水澤潤 ◎表示のカラクリ ◎セカンドライフ検定 ◎雨の日のか

んたんあそび/頭金多絵 ◎万物を駆動する四つの法則/ピーター・アト

キンス ◎くらげ/中村庸夫 ◎肝機能を高める知恵とコツ ◎認知症を予

防することば遊び回想法/ときわひろみ ◎リスニングルームの音響学/

石井伸一郎 ◎リネンの編むバッグ ◎愛情子ども食堂 ◎日本のお米、日

本のご飯/土井善晴 ◎男の子って、こうして育つ/トマコ ◎父の背中/林

家いっ平 ◎WBCの内幕/コータ◎大人にはわからない日本文学史/高橋

源一郎 ◎そして、僕らは風になる/田中渉 ◎派遣ちゃん/宮崎誉子 ◎極

北で/ジョージーナ・ハーディング　他

◎ANSWER/アンジェラ・アキ

◎No Line On the Horizon/U2

◎うたい去りし花/aqua times

◎Out of Noise/坂本龍一

◎VIVA A.I./A.I.

◎約束/ジェロ

◎hurray!/ゴスペラーズ

◎J Soul Brothers/J Soul Brothers

◎DoGirls!/オムニバス　

…ほか４月上旬貸出開始予定！

問い合わせ／生涯学習館

日 時　４月２５日(土) 午後２時から

場 所　生涯学習館 学習室１

課 題　「宝島」スティーブンソン/著

第30回読書会第30回読書会第30回読書会
1冊の本をベースに思った

ことを楽しく語りましょう！

新規参加者大募集！！

☆新年度ボランテ
ィア大募集☆

☆新年度ボランテ
ィア大募集☆

年間を通して生涯学習館の業務、イベントをお手伝いしていただける方

を募集します。4月末までに生涯学習館にご連絡ください！！これら活動

に関心がある中学生以上の方が対象です。

・ブックボランティア(本の整備、書架整理、ファイル作成)

・絵本ボランティア(英語・日本語読み聞かせ、ブックスタート)

・ハンディキャップボランティア(朗読、布絵本製作)

・パパ‘sクリエイト(お父さんたちによる読み聞かせ、制作活動)

・折り紙ボランティア(折り紙の製作、教室のサポート)

視聴覚障害者用パソコンが

入りました！！

視聴覚障害者用パソコンが

入りました！！

パソコンブースに視聴覚障害者対応のパソコンが

新たに設置されました。音声案内

などで利用のサポートをいたしま

す！利用の際はお気軽に職員まで

お声をかけてください。

絵画や写真、粘土作品な～んでも構いません。サー

クルでの展示も大歓迎で

す。あなたの作品を多く

の方の目にふれてもらう

チャンス！素敵な作品をお

まちしております。

生涯学習館であなたの

作品を展示しませんか？

生涯学習館であなたの

作品を展示しませんか？

生涯学習館であなたの

作品を展示しませんか？



広
報
富
士
河
口
湖

　
２０

ミューズ館から企画展を紹介します！

平成２１年度前期　２００９年 ３月２８日～９月３０日

与 勇輝常設展『憧憬』
　「東京物語」や「お早よう」「秋刀魚の味」などの昭和の親しみのある生活
を描き、作者が畏敬の念を抱く小津安二郎監督の映像世界に挑戦した作
品を中心に、幻想的な妖精「PIARI」を含む約80体で構成いたします。

「東京物語-もう帰ろうか」「秋刀魚の味-嫁ぐ日

」

「お早よう-スト決行」「長屋紳士録-おたねさん

主な
展示作品

２００９年３月２８日～９月３０日

藤原栄子原画展

　集英社の「マーガレット」などで活躍し、小学館の学習雑誌では10年以
上にわたる連載の「うわさの姫子シリーズ」が小学生に愛読された漫画
家・藤原栄子氏の原画約30点とオリジナル原稿を展示いたします。

　静岡県浜松市出身。高校時代より横山まさみち主宰の横山プロダクションに所属し執筆。

　１９６５年  短編『愛する事』でデビュー

　１９６６年  初の単行本『三つの愛の物語』刊行

　１９６７年  単行本『愛と孤独の星』刊行。『美しい青春』で雑誌デビュー

　　　　　以後「週刊マーガレット」を中心に発表を重ねる。

　１９７４年  「小学五年生」で連載された『とびだせ！姫子』が

　　　　   「うわさの姫子シリーズ」となり、10年以上にわたり連載。

　１９８０年  「小学三年生」連載の『魔法少女ララベル』がアニメ化。

　１９８８年  『フラッシュ・バニー』を雑誌「ぴょんぴょん」に連載。

　１９９７年  『ウェディング姫子  うわさの姫子平成版』を「コミックゴン」に掲載。

　２００５年  『うわさの姫子　OLデビュー！』を「小悪魔OLマル秘手帖」に掲載。

　現在、Bbmfの「ケータイまんが王国」にて過去の作品を配信中。

併設企画展

◇藤原栄子（ふじわらえいこ）プロフィール◇

◆会期 : ４/４（土）－６/１４(日) 休館日／火曜日（５/５祝は開館します）

◆開館時間　午前９時３０分－午後５時
　　　　　　　　（入館は午後４時３０分まで）

◆入館料　一般・大学生 　８００（７２０）円　

　　　　　高校生・中学生 ５００（４５０）円　
　　　　　　　　  （　）内は８名以上の団体料金  

■主催＝河口湖美術館　
■後援＝WWFジャパン　
■協賛＝オリンパス・竹書房・TOKYO FM出版・世界文化社 
■企画協力＝岩合写真事務所・M&M　Color 

岩合光昭写真展『地球の宝石』

◆展覧会詳細◆ 
　地球上の生命の営み。かけがえのない命の連鎖。ひとたび失われてしまえばもとにもどす
ことはできない、それはまるで宝石のように大切なもの。かけがえのない貴重な生命たちが
はかない存在となってしまったのは、生き物自身の摂理なのか、はたまた私たちの文明が拡
大を図ることによって招いてしまった罪によるものなのか。 
　本展は、自然と野生動物をライフワークに、いまや世界的に著名な写真家岩合光昭（いわ
ごうみつあき1950～）が40年にわたり撮影してきた、既に絶滅してしまった動物、もはや人
間が立ち入りを許されない保護環境で生きることを余儀なくされた希少な生物、絶滅が危
惧される種やそれに近い生物種の貴重な姿をとらえた、自然賛歌と環境保護の大切さにつ
いて考える写真展です。約80点の作品を展示の予定。

企画展を紹介します！から
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In April, 2009, a season of music comes over soon in this town.In April, 2009, a season of music comes over soon in this town.In April, 2009, a season of music comes over soon in this town.

もうすぐこの街に、音楽の季節がやってくる。河口湖ステラシアター通信４月号

♪河口湖ステラシアター　サポーターズクラブに入会しませんか？？♪♪河口湖ステラシアター　サポーターズクラブに入会しませんか？？♪

　河口湖ステラシアターや河口湖円形ホールで行われる公演のときに、運営スタッフとしてお手伝いいただいてい
るボランティア団体です。主に土日のイベントの際にお手伝いいただきます。
　６月には接遇の基礎研修（必修）、下半期には他県の文化ホール視察研修があり、初めての方でも安心してお仕事
をしていただける環境づくりを心がけています。

　ボランティアに興味のある方、何か新しいことを始めたい方、地域づくりに関わりたい方など、やる気のある方なら
大歓迎です！！皆さんで一緒にコンサートを成功させましょう♪
　《詳しくは下記までお問合せください》

� 開場時のチケットもぎり
� 場内案内
� 座布団の配布
� プログラムの折込、配布やアンケートの回収 など

このページについてのお問合せは、河口湖ステラシアター  ℡７２－５５８８までどうぞ

河口湖円形ホール&
♪自然の香りが響きわたる♪ ♪優しい音が湖風に舞う♪

http://www.stellartheater.jp/

《サポーターズクラブとは》

《主なお仕事》

サポーターズクラブ事務局　（河口湖ステラシアター内）　　TEL：７２－５５８８
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仕
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【
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門
課
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】
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大
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町
社
協
で
は
、
入
門
１８
回
、
基
礎
２２
回
、
全
８０

時
間
の
過
程
で
、『
手
話
奉
仕

員
養
成
講
習
会
』
を
開
催
し

ま
す
。
手
話
は
、
聴
覚
と
言
葉

が
不
自
由
な
「
ろ
う
あ
者
」
に

と
っ
て
、
大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
手
段
で
す
。
現
在
、

手
話
通
訳
者
と
し
て
活
動
で

き
る
人
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
手
話
通
訳
者
を
目
指

す
人
、
手
話
を
覚
え
た
い
方
、 

こ
の
機
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

　
（
基
礎
課
程
は
、
後
日
広
報
に
掲
載
）

　
実
施
日
：
５
月
２０
日
（
水
）
～
９
月
３０
日
（
水
）

　
実
施
時
間
：
午
後
７
時 

～ 

９
時

　
実
施
場
所
：
中
央
公
民
館

　
内
　
容
：
手
話
の
基
礎
知
識
�
、
聴
覚
障
害

　
　
　
　
　
者
の
生
活
・
聴
覚
障
害
の
基
礎
知

　
　
　
　
　
識
、
自
己
紹
介

　
協
力
機
関
：
県
立
聴
覚
者
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　(

社)

山
梨
県
聴
覚
障
害
者
協
会

　
対
象
者
：
富
士
河
口
湖
町
民
　
定
員
３０
名

　
受
講
料
：
テ
キ
ス
ト
代
（
１
２
０
０
円
）

　
申
込
み
：
５
月
８
日
（
金
）
ま
で

　
　
　
　
　
富
士
河
口
湖
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　 

　
　
　
（
電
話 

７
２
―
１
４
３
０
）

　
町
社
協
で
は
、
外
出
す
る
機

会
が
少
な
く
家
に
こ
も
り
が

ち
な
高
齢
者
を
対
象
に
、
交

流
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

　
手
芸
や
ゲ
ー
ム
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
さ
ん
と
の
交
流
な
ど
、
様

々
な
催
し
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
参
加
費
は
、
無
料
。一
緒
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
実
施
日
：
年
間
３６
回
（
月
３
回
）
実
施
。

　
　
水
曜
日
　
午
後
１
時
１５
分
～
２
時
４５
分

　
実
施
場
所
：
船
津
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
申
込
み
・
問
合
せ
先
：

　
　
　
　
富
士
河
口
湖
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
（
電
話 

７
２ 

―
１
４
３
０
）

　
富
士
河
口
湖
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ふ

れ
愛
は
、
介
護
保
険
の
通
所
介
護
等
を
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ご
利
用
者
へ
の
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
目
指
し
て
、ニ
ー
ズ
や
ご
要
望
を
お
受
け
す
る

窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
、
そ
の
状
況
を

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

閉
じ
こ
も
り
予
防
事
業

　
　
『
生
き
活
き
交
流
広
場
』

閉
じ
こ
も
り
予
防
事
業

　
　
『
生
き
活
き
交
流
広
場
』

閉
じ
こ
も
り
予
防
事
業

　
　
『
生
き
活
き
交
流
広
場
』

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ふ
れ
愛
か
ら
お
知
ら
せ

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ふ
れ
愛
か
ら
お
知
ら
せ

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ふ
れ
愛
か
ら
お
知
ら
せ

実
利
用
人
数
　
　  

４
６
件 

延
べ
用
人
数
　
　 

 

３
４
１
０
件

う
ち
苦
情
件
数
　  

２
件

相
談
件
数
　
　
　  

７
件

平成２０年度
相談状況
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「
裁
判
所
を
使
わ
ず
、
当
事
者
間
の
話
し
合
い
で
返

済
方
法
を
和
解
し
ま
す
」

【
任
意
整
理
に
適
し
て
い
る
場
合
】

　
○
借
金
総
額
が
比
較
的
少
額

　
○
「
引
き
直
し
計
算
」
で
借
金
の
減
額
が
見
込
ま
れ
る

　
□
所
要
期
間
　
２
～
４
ケ
月

　
□
所
要
費
用
　
１
社
２
万
５
千
円
程
度

　
（
こ
れ
に
加
え
報
酬
額
が
加
算
さ
れ
る
場
合
あ
り
）

■
主
な
メ
リ
ッ
ト

　
・
当
事
者
間
の
話
し
合
い
に
よ
る
た
め
、
柔
軟
な

　
　
返
済
計
画
を
組
む
こ
と
が
可
能

　
・
引
き
直
し
計
画
に
よ
り
、
借
金
の
減
額
が
可
能

　
・
受
任
通
知
に
よ
り
取
立
て
が
止
ま
る
（
全
て
の

　
　
手
続
き
に
共
通
）

◆
主
な
デ
メ
リ
ッ
ト

　
・
当
事
者
間
の
任
意
の
話
し
合
い
の
た
め
、
話
し

　
　
合
い
に
応
じ
な
い
貸
金
業
者
に
対
す
る
強
制
力

　
　
が
な
い

　
・
事
故
情
報
に
登
録
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
（
全
て

　
　
の
手
続
き
共
通
）

　
「
裁
判
所
が
債
権
者
と
債
務
者
の
間
に
立
っ
て
、
利

害
関
係
を
調
整
し
ま
す
」

【
特
定
調
停
に
適
し
て
い
る
場
合
】

　
○
借
金
を
し
て
い
る
貸
金
業
者
の
数
が
少
な
い

　
○
「
引
き
直
し
計
算
」
で
借
金
の
減
額
が
見
込
ま
れ
る

　
□
所
要
期
間
　
１
～
２
ケ
月
　

　
□
所
要
費
用
　
数
千
円
程
度

■
主
な
メ
リ
ッ
ト

　
・
裁
判
所
に
選
任
さ
れ
た
調
停
委
員
が
仲
介
す
る

　
　
の
で
、
公
平
な
結
論
が
期
待
で
き
る
。 

　

　
・
返
済
計
画
に
強
制
力
が
あ
り
、
給
与
の
差
押
え

　
　
等
も
止
め
ら
れ
る
。

　
・
法
律
専
門
家
を
頼
ま
ず
に
で
き
る
の
で
、
費
用
が

　
　
安
い
。

◆
主
な
デ
メ
リ
ッ
ト

　
・
借
金
を
し
て
い
る
全
て
の
貸
金
業
者
の
合
意
を

　
　
得
る
必
要
が
あ
る

　
・
返
済
計
画
に
強
制
力
が
あ
る
た
め
、
返
済
が
滞
る

　
　
と
直
ち
に
給
与
等
を
差
し
押
さ
え
ら
れ
る
。

　　
「
裁
判
所
が
認
可
し
た
再
生
計
画
に
基
づ
き
、
債
務

を
返
済
し
ま
す
」

【
個
人
版
民
事
再
生
に
適
し
て
い
る
場
合
】

　
○
借
金
を
し
て
い
る
貸
金
業
者
の
数
や
額
が
多
い

　
○
相
談
者
が
給
与
等
の
定
期
的
な
収
入
を
得
て
い
る

　
○
住
宅
ロ
ー
ン
が
あ
り
、
住
宅
を
手
放
し
た
く
な
い

　
□
所
要
期
間
　
１
年
程
度

　
□
所
要
費
用
　
30
万
～
60
万
円
程
度

■
主
な
メ
リ
ッ
ト

　
・
話
し
合
い
に
よ
る
解
決
が
難
し
い
場
合
で
も
債

　
　
務
整
理
が
可
能

　
・
住
宅
ロ
ー
ン
特
別
条
項
に
よ
り
、
住
宅
を
失
わ

　
　
ず
に
借
金
を
整
理
す
る
こ
と
も
可
能
（
住
宅
に
住

　
　
宅
ロ
ー
ン
以
外
の
抵
当
権
が
設
定
さ
れ
て
い
る

　
　
場
合
な
ど
特
別
条
項
を
利
用
で
き
な
い
場
合
も

　
　
あ
り
ま
す
。
）

　
・
給
与
の
差
押
え
等
を
止
め
ら
れ
る

◆
主
な
デ
メ
リ
ッ
ト

　
・
利
用
で
き
る
者
に
制
限
が
あ
る

　
・
手
続
が
相
対
的
に
複
雑
な
た
め
、
費
用
と
時
間

　
　
が
か
か
る

　
・
官
報
に
氏
名
、
住
所
が
記
載
さ
れ
る

　
「
裁
判
所
を
通
じ
て
債
務
の
支
払
い
を
免
責
し
て
も

ら
い
ま
す
」

【
自
己
破
産
に
適
し
て
い
る
場
合
】

　
○
返
済
の
見
込
み
が
な
い

　
□
所
要
期
間
　
２
ケ
月
～
半
年
程
度

　
□
所
要
費
用
　
30
万
円
～
60
万
円
程
度

■
主
な
メ
リ
ッ
ト

　
・
免
責
が
許
可
さ
れ
れ
ば
、
早
期
に
借
金
か
ら
開

　
　
放
さ
れ
る

　
・
給
与
の
差
押
え
等
を
止
め
ら
れ
る

◆
主
な
デ
メ
リ
ッ
ト

　
・
最
低
限
の
生
活
資
材
を
除
き
、
住
宅
等
の
財
産

　
　
を
失
う
。

　
・
破
産
原
因
に
よ
っ
て
は
、
免
責
さ
れ
な
い
場
合

　
　
が
あ
る

　
・
官
報
に
氏
名
、
住
所
が
記
載
さ
れ
る

　
・
免
責
が
許
可
さ
れ
る
ま
で
一
定
の
職
業
に
就
け

　
　
な
い
等
の
制
約
が
あ
る

今
年
度
も
多
重
債
務
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
！

　
総
合
窓
口
課
で
は
、
専
門
相
談
員
に
よ
り
毎
月
２０
日
中
央
公
民

館
で
多
重
債
務
相
談
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
返
済
で
お
悩
困
り

の
方
、
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
下
さ
い
。

　
早
め
の
相
談
が
解
決
の
第
１
歩
で
す
！�

　
多
重
債
務
を
解
決
し
て
い
く
方
法
は
、

次
の
４
つ
が
あ
り
ま
す
の
で
紹
介
し
ま
す
。

①
任
意
整
理

②
特
定
調
停

④
自
己
破
産

③
個
人
版
民
事
再
生

※
多
重
債
務
法
律
相
談
（
債
務
整
理
）
す
る
場
合
は
、
次
の
準

　
備
資
料
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
債
務
一
覧
表
（
業
者
名
と
連
絡
先
、

　
借
入
年
月
日
と
元
本
額
、
借
入
残
額
、

　
保
証
人
、
担
保
の
有
無
等
）

・
借
入
に
関
す
る
資
料（
契
約
書
、振
込
控
、

　
預
貯
金
通
帳
、
利
用
明
細
書
な
ど
）

・
収
入
に
関
す
る
資
料
（
給
与
明
細
、
源
泉
徴
収
票
な
ど
）

●
問
合
先
　
総
合
窓
口
課
　
電
話
72-

１
１
１
４
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「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
相
談
会

山
梨
県
・
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　
　
　
　
　
相
談
業
務
に
つ
い
て

行政相談・心配ごと相談日

4月20日(月)

　
相
談
者
や
効
率
的
な
相
談
の
た
め
、
行
政
相
談
・
心
配

ご
と
相
談
、
弁
護
士
相
談
は
予
約
制
に
な
り
ま
し
た
。

　
4
月
２０
日
の
相
談
の
予
約
は
、
4
月
１３
日
（
月
）
ま
で

に
町
役
場
企
画
課
（
７２-

６
０
２
３
）
ま
で
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
相
談
時
間
は
、
1
人
２０
分
間
と
し
ま
す
。

行政相談・心配ごと相談は　　　　　　　です！

町中央公民館

勝山ふれあい
センター

足和田出張所

上九一色出張所

午前１０時～午後２時 午前１０時～１２時

午後１時～４時

午後１時１５分
　　～２時４５分

◆行政相談・心配ごと相談・弁護士相談は、どこの場所へ行ってもOKです。

場　所 時　間 弁護士相談

予約制
　
　
白
壁
　
勝
雄
　
　
72-

0
1
4
3

　
　
小
佐
野
成
太
郎
　
83-

2
3
2
0
　

　
　
梶
原
　
一
榮
　
　
82-

2
4
4
6

　
　
渡
辺
　
袈
裟
司
　
87-

2
3
1
6

町
の
行
政
相
談
委
員
さ
ん
は

4
月
の
多
重
債
務
相
談
日

　
○
日 

程
　
4
月
20
日
（
月
）
　

　
　
　
　
　 

午
後
１
時
～
３
時

　
○
相
談
場
所
　
町
中
央
公
民
館
　
第
2
研
修
室

　
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
が
平
成
21
年
４
月
よ
り
社
会
保

険
庁
か
ら
送
ら
れ
て
き
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
は

被
保
険
者
の
皆
様
に
、
保

険
料
納
付
実
績
や
年
金
額

の
見
込
み
な
ど
、
年
金
に

関
す
る
個
人
情
報
を
分
か

り
や
す
く
通
知
し
、
ご
確

認
を
い
た
だ
く
と
と
も
に

年
金
制
度
に
対
す
る
ご
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
引
続
き
４
月
か
ら
、
毎
月
第
３
金
曜
日
に
社
会
保
険

労
務
士
に
よ
る
「
ね
ん
き
ん
相
談
」
を
実
施
し
ま
す
。
相

談
を
受
け
ら
れ
る
方
は
お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

■
毎
月
　
第
３
金
曜
日
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
町
中
央
公
民
館

　
～
あ
な
た
の
年
金
記
録
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
～

※
４
月
は
、17
日
（
金
）
に
実
施
し
ま
す
。

●
ね
ん
き
ん
定
期
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
（
℡
０
５
７
０
‐
０
５
８
‐
５
５
５)

　
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
県
行
政
や
県
民
生
活
に

関
す
る
各
種
相
談
業
務
、
啓
発
事
業
、
情
報
提
供
等
を
行

っ
て
い
ま
す
。

【
担
当
相
談
員
に
よ
る
相
談
】

　
法
律
、
内
職
、
土
地
、
住
宅
、
交
通
事
故
、
労
働
、
消
費
生

活
、
個
人
情
報
の
担
当
相
談
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
相
談
を

受
け
ま
す
。

【
無
料
弁
護
士
相
談
】

　
毎
月
４
回
開
設
（
午
後
１
時
～
３
時
30
分
）
し
ま
す
。

１
人
当
た
り
の
相
談
時
間
は
30
分
で
、
予
約
制
に
な
っ

て
い
ま
す
。

●
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
℡
０
５
5
‐
2
2
3
‐
1
3
6
6

【
移
動
県
民
相
談
】

　
県
の
仕
事
、
生
活
上
の
法
律
相
談
、
土
地
や
住
宅
に
つ

い
て
、
交
通
事
故
の
あ
と
処
理
な
ど
に
関
す
る
相
談
を

受
付
け
ま
す
。
富
士
吉
田
合
同
庁
舎
で
行
う
移
動
県
民

相
談
の
日
程
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
電
話
相
談
】

　
県
民
セ
ン
タ
ー
と
地
方
相
談
室
で
は
電
話
で
も
相
談

を
受
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
下
さ
い
。

●
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
　

　
県
民
生
活
相
談
　
℡
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
３
６
６

　
消
費
生
活
相
談
　
℡
０
５
５
‐
２
３
３
‐
３
３
９
９

●
富
士
・
東
部
地
域
の
方
の
地
方
相
談
室
　

　
℡
０
５
５
４
‐
４
５
‐
５
０
３
８
・
７
８
４
３

■
利
用
時
間
　
月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　
　
　
　
　 

 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
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か
わ
テ
コ
サ
ー
ク
ル
、メ
ン
バ
ー
募
集

富
士
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

山
梨
県
体
育
祭
り
代
表
選
手
選
考

　
　
　
　
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催
の
ご
案
内

北
富
士
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
～
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室
～

＝
展
覧
会
　
富
士
山
五
合
目
の
自
然
と
文
化
　

　
　
　 

「
富
士
山
五
合
目
の
史
蹟
と
年
中
行
事
」
＝ 

 

県
中
小
企
業
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
＝
松
の
ミ
ド
リ
摘
み
教
室
＝ 

募

集

　
　

　
平
成
21
年
度
県
体
育
祭
り
、
ゴ
ル
フ
競
技
の
部
が
８
月

26
日(

水)
、
春
日
居
Ｇ
Ｃ
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
体
育

祭
り
の
町
の
代
表
選
手
５
名
・
補
足
選
手
２
名
を
選
考
す

る
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

■
日
　
時
　
６
月
８
日(
月)

午
前
９
時
７
分
ス
タ
ー
ト

■
場
　
所
　
富
士
レ
ー
ク
サ
イ
ド
Ｃ
、
Ｃ
　

■
参
加
料
　
１
０
０
０
円
　

■
料
　
金
　
プ
レ
イ
代
は
各
自
払
い(
割
引
料
金)

　
　
　
　
　
１
２
５
０
０
円

　
　
　
　
　(

セ
ル
フ
・
食
事
付
・
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付)

■
締
　
切
　
５
月
25
日

●
申
込
先
　
サ
ム
ス
ポ
ー
ツ
　
℡
72-

2
2
6
4
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
83-

2
8
6
4

　
　
　 

　
小
佐
野
鶴
雄
　
0
8
0
‐
5
5
4
8
‐
2
4
3
3

　
　
　 

 

河
口
湖
富
士
ゴ
ル
フ
セ
ン
タ
ー
　
℡
82
‐
2
5
2
5

　　
リ
ズ
ム
テ
コ
ン
ド
ー
を
通
し
て
、
ト
ラ
ブ
ル
や
危
険
か

ら
身
を
守
る
方
法
を
楽
し
く
習
得
し
ま
す
。

■
開
催
日
　
４
月
10
日
、17
日
、24
日
（
金
曜
日
）

■
対
　
象
　
年
少
か
ら
小
学
生
（
親
子
歓
迎
）

■
時
　
間
　
午
後
６
時
～
７
時
30
分

■
場
　
所
　
町
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

■
参
加
費
　
１
人
５
０
０
円
、
親
子
１
０
０
０
円

■
持
ち
物
　
タ
オ
ル
、
水
分

●
問
合
先
　
小
槙
和
江
　
℡
72
‐
２
２
３
１

　
柔
道
に
は
礼
法
と
受
け
身
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
柔
道
で
学
ん
だ
心
は
将
来
の
指
針
と
も
な
る
強
固
な

精
神
を
養
成
し
ま
す
。是
非
、こ
の
機
会
に
柔
道
を
や
ら
せ

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
幼
稚
園
児
か
ら
小
学
６
年
生

ま
で
の
お
子
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
　
時
　
５
月
12
日
～
29
日
ま
で
の

　
　
　
　
　
火
、
金
（
全
６
回
）
、
午
後
７
時
30
分
～
９
時

■
場
　
所
　
富
士
北
稜
高
等
学
校
格
技
場

※
男
女
問
わ
ず
、
参
加
費
６
０
０
円

●
問
合
先
　
西
村
（
西
村
整
骨
院
）
　
℡
22
‐
３
６
７
０

■
開
催
日
時
　
４
月
19
日(

日)

　

　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
3
時
30
分 

■
内
　
容
　
富
士
山
の
自
然
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い

　
た
だ
け
る
ミ
ニ
エ
コ
ツ
ア
ー
を
シ
リ
ー
ズ
で
開
催
い

　
た
し
ま
す
。 
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
剣
丸
尾
溶
岩
流
」
。 

　
　
剣
丸
尾
溶
岩
流
の
上
に
あ
る
当
セ
ン
タ
ー
の
自
然

　
観
察
園
の
散
策
を
と
お
し
て
、
富
士
山
の
成
り
立
ち
や

　
そ
の
自
然
の
美
し
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。

■
講
　
師
　
外
川
英
樹
さ
ん
（
富
士
河
口
湖
町
在
住
　
自
然
写
真
家

） 

※
都
合
に
よ
り
、講
師
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
定
　
員
　
10
人(

興
味
の
あ
る
方
は
誰
で
も
お
気
軽
に

　
　
　
　
　
参
加
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。 )

■
参
加
費
　
無
　
料 

■
申
込
方
法
　
富
士
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で
申

　
　
　
　
　
　 

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

※
締
め
切
り
は
　
実
施
日
の
３
日
前
ま
で
　 

●
問
合
せ
　
　
富
士
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
℡
72-

0
2
5
9

■
開
催
日
　
3
月
20
日
（
金
）
～
5
月
6
日
（
水
） 

■
内
　
容
　
五
合
目
自
然
解
説
員
た
ち
の
日
頃
の
研
究
成

　
　
　
　
　
果
を
、
写
真
な
ど
で
紹
介
す
る
シ
リ
ー
ズ
企

　
　
　
　
　
画
展
の
第
1
弾
で
す
。 

　
　
　
　
　
初
回
は
小
林
良
幸
さ
ん
の
「
富
士
山
五
合
目

　
　
　
　
　
の
史
蹟
と
年
中
行
事
」を
展
示
し
て
い
ま
す
。 

　
　
　
　
　
富
士
山
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
行
事
や
富
士

　
　
　
　
　
講
な
ど
の
史
蹟
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

■
場
　
所
　
富
士
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
℡
72-

0
2
5
9

■
日
　
時
　
５
月
29
日
（
金
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
場
　
所
　
県
中
小
企
業
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
（
甲
府
市
）

■
講
　
師
　
小
林
豊
蔵
（
現
代
の
名
工
）（
株
）
雲
松
園
会
長

■
受
講
料
　
２
１
０
０
円

■
定
　
員
　
40
名
　

●
申
込
み
・
問
合
先
　

　
　
県
中
小
企
業
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
℡
０
５
５
‐
２
４
３
‐
４
９
１
６

　
　
　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
５-

２
４
３
‐
４
９
１
９

コ
　
マ
キ

＝
剣
丸
尾
講
座 

森
を
歩
い
て
、

　
　
　
　
　
富
士
山
の
不
思
議
を
発
見
！
＝ 



広
報
富
士
河
口
湖

　
２５

富
士
吉
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

都
留
高
等
技
術
専
門
校 

 

４
月
９
日
「
法
テ
ラ
ス
の
日
」
無
料
相
談
会

平
成
22
年
度
歌
会
始
の
お
題
及
び
詠
進
歌
の
募
集

平
成
21
年
度
山
梨
県
警
察
官
Ａ
採
用
試
験

「
富
士
五
湖
ウ
イ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

　
　
第
17
回
定
期
演
奏
会
」

■
受
付
期
間
　
４
月
２
日
（
木
）
～
15
日
（
水
）

■
受
付
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
３
時
（
平
日
）

■
検
定
料
　
学
科
３
１
０
０
円
、
実
技
１
５
７
０
０
円

■
試
験
日
　
各
検
定
科
目
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

■
日
　
時
　
４
月
25
日
（
土
）・
26
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
持
ち
物
　
お
弁
当
、
軍
手
、
筆
記
用
具

■
受
講
料
　
５
0
0
0
円
　
　
■
定
　
員
　
先
着
20
名

●
問
合
先
　
富
士
吉
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

　
　
　
　
　
　
℡
22
‐
５
２
１
４

　
■
訓
練
期
間
　
６
月
４
日
～
11
月
19
日
（
６
ヶ
月
）

　
■
訓
練
内
容
　
木
工
用
機
械
器
具
に
よ
っ
て
、
木
造
建

　
　
築
物
の
簡
単
な
営
繕
・
リ
フ
ォ
ー
ム
が
で
き
る
技
術

　
　
・
技
能
の
習
得

　
■
応
募
資
格
　
公
共
職
業
安
定
所
の
求
職
申
込
者

※
受
講
料
は
無
料
、
教
材
費
な
ど
は
自
己
負
担

　
造
園（
松
の
芽
摘
み
と
庭
木
の
手
入
れ
）、人
の
扱
い
方
、

ワ
ー
ド
基
礎
、
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
の
実
際

※
日
程
は
、
各
訓
練
と
も
６
月
。
申
込
み
は
、
規
定
の
用
紙

　
に
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
問
合
先
　
都
留
高
等
技
術
専
門
校

　
　
　
　
　
℡
０
５
５
４
‐
43
‐
８
９
１
１

　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
５
４
‐
43
‐
８
９
１
２

■
日
　
時
　
４
月
26
日
（
日
）
午
後
２
時
開
演

■
場
　
所
　
富
士
五
湖
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

■
入
場
料
　
５
０
０
円
（
高
校
生
以
下
無
料
）

※
指
揮
　
坂
本
修
　

　
客
演
　
深
沢
好
久
（
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
）

■
曲
　
目
　
ス
ペ
イ
ン
奇
想
曲
、
ソ
ン
グ
・
フ
ォ
ー
・
ユ
ー
他

●
問
合
先
　
羽
田
　
℡
０
９
０
‐
１
５
３
８
‐
２
４
３
９

　
法
テ
ラ
ス
は
、
全
国
ど
こ
で
も
気
軽
に
法
的
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
る
社
会
を
目
指
し
、
平
成
18
年
４
月
10
日
に

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
法
テ
ラ
ス
山
梨
で
は
、
こ
の
「
法
テ
ラ

ス
の
日
」
を
記
念
し
て
、
無
料
法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
日
頃
の
困
り
ご
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

■
相
談
日
時
　
４
月
９
日
（
木
）
午
後
１
時
～
４
時

■
相
談
場
所
　
法
テ
ラ
ス
山
梨
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
（
甲
府
市
中
央
1-

12-

37
）

■
相
談
方
法
　
弁
護
士
又
は
司
法
書
士
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
法
律
面
談
（
１
件
30
分
）

■
申
込
み
　
予
約
制
（
電
話
に
よ
る
事
前
予
約
）

■
定
　
員
　
50
名

■
予
約
受
付
　
℡
０
５
０
‐
３
３
８
３
‐
５
４
１
１

■
歌
会
始
の
お
題
　｢

光｣

■
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

　
○
詠
進
歌
は
お
題
を
詠
み
込
ん
だ
自
作
の
短
歌
で
一

　
　
人
一
首
と
し
、
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

　
○
書
式
な
ど
の
詳
細
は
問
合
せ
て
下
さ
い
。

■
詠
進
の
期
間

　
お
題
発
表
の
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
、郵
送
の
場
合
は
、

　
消
印
が
９
月
30
日
ま
で
有
効
と
し
ま
す
。

■
郵
便
の
あ
て
先

　
「
〒1

0
0
-
8
1
1
1

　
宮
内
庁
」
と
し
、
封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と

書
き
添
え
て
下
さ
い
。
詠
進
歌
は
、
小
さ
く
折
っ
て
封
入

し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
合
方
法

　
疑
問
が
あ
る
場
合
に
は
、
直
接
、
宮
内
庁
式
部
職
あ
て

に
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
書
き
、
返
信
用
切
手
を
は

っ
た
封
筒
を
添
え
て
、
９
月
20
日
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
て

下
さ
い
。
ま
た
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
k
u
n
a
i
c
h
o
.
g
o
.
j
p
/
)

を
ご
参
照
下
さ
い
。

■
受
付
期
間
　
～
４
月
24
日
（
金
）

　
　
　
　
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
は
、4
月
17
日
ま
で
）

■
１
次
試
験
　
５
月
10
日
（
日
）

■
試
験
職
種
　
警
察
官
Ａ
（
男
性
58
名
、
女
性
４
名
）

■
受
験
資
格
　

　
昭
和
54
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

●
問
合
先
　
山
梨
県
警
察
本
部
警
務
課
人
事
担
当
　

　
℡
０
１
２
０
‐
３
１
４
８
７
４
（
採
用
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

＝
前
期
技
能
検
定
（
建
築
板
金
・
塗
装
・
左
官
他
）＝

＝
家
屋
営
繕
科
＝

＝
在
職
者
訓
練
＝

＝
和
・
洋
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室
＝

【
訓
練
生
募
集
】



広
報
富
士
河
口
湖

　
２６

町の文化財紹介
いにしえ こ みちいにしえ こ みち

富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径
河
口
湖
南
岸
地
域
の

　
　
　
　
溶
岩
に
つ
い
て
（
前
編
）

　
富
士
河
口
湖
町
内
の
河
口
湖
南
岸
地
域(

船
津
、
小
立
、

勝
山
、
大
嵐
地
区)

の
地
盤
は
、
富
士
山
の
噴
火
の
際
の
溶

岩
流
に
よ
り
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
地
区
の
多
く

は
、
工
事
な
ど
で
地
面
を
掘
削
す
る
と
、
大
量
の
溶
岩
の
石

が
出
て
き
ま
す
。
今
回
の
「
古
の
小
径
」
で
は
、
身
近
な
足
元

に
広
が
る
溶
岩
に
つ
い
て
注
目
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
河
口
湖
の
船
津
浜
に
あ
る
県
営
駐
車
場
の
付
近
に
は
、

「
畳
岩
」
と
呼
ば
れ
る
溶
岩
が
張
り
出
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
船
津
溶
岩
の
先
端
に
あ
た
り
、
湖
に
流
れ
込
ん
だ
様
子

を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
畳
岩
の
近
く
で
は
、
溶
岩
を
切

り
出
し
て
造
成
を
行
っ
た
工
事
の
際
に
縄
文
時
代
の
前
期

か
ら
中
期
に
か
け
て
の
土
器
が
発
見
さ
れ
た
事
例
が
あ
り

ま
す
（
船
津
浜
中
村
遺
跡
）
。
こ
れ
は
、
縄
文
時
代
に
富
士
山

が
噴
火
し
て
、
集
落
が
溶
岩
流
に
の
み
込
ま
れ
た
可
能
性

が
考
え
ら
れ
る
遺
跡
の
事
例
で
す
。
こ
の
遺
跡
の
土
器
は

県
立
富
士
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
ロ
ビ
ー
に
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
さ
て
、
縄
文
時
代
の
遺
跡
が
溶
岩
の
下
か
ら
発
見
さ
れ

た
と
い
う
こ
と
は
、
河
口
湖
の
湖
畔
に
は
、
縄
文
時
代
に
集

落
が
つ
く
ら
れ
、
人
々
が
生
活
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
ま
た
、
畳
岩
が
溶
岩
の
末
端
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
す

で
に
縄
文
時
代
に
は
河
口
湖
が
存
在
し
、
湖
水
に
冷
さ
れ

て
溶
岩
が
止
ま
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
船
津
溶

岩
は
、
小
立
地
区
や
勝
山
地
区
の
一
部
に
も
流
れ
て
お
り
、

大
規
模
な
噴
火
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。
船
津

地
区
の
本
町
の
商
店
街
と
町
立
船
津
小
学
校
の
間
に
は
大

き
な
段
差
（
断
崖
）
が
み
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
船
津
溶
岩

が
つ
く
り
出
し
た
地
形
で
す
。
船
津
三
叉
路
か
ら
上
ノ
段

交
差
点
に
か
け
て
の
国
道
一
三
七
号
の
坂
も
こ
の
地
形
を

示
す
良
い
例
で
す
。

　
こ
の
船
津
溶

岩
の
上
面
か
ら

は
、
平
安
時
代

の
遺
跡
が
発
見

さ
れ
た
事
例
が

あ
り
ま
す
（
上

ノ
段
下
遺
跡
）
。

溶
岩
が
流
れ
込

ん
だ
後
、
し
ば

ら
く
時
代
を
空

け
て
再
び
こ
の

地
域
に
人
々
が

居
住
す
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

し
か
し
、
溶
岩

上
の
台
地
は
、
雨
水
が
蓄
え
ら
れ
ず
、
水
田
を
作
る
の
に
は

不
向
き
な
土
地
で
す
。
ま
た
、
河
口
湖
の
東
側
を
船
津
溶
岩

が
堰
き
止
め
て
し
ま
っ
て
い
る
た
め
に
、
増
水
時
に
は
水

の
排
出
口
が
な
く
、
大
き
な
水
害
を
生
ん
で
き
ま
し
た
。
船

津
溶
岩
は
、
先
人
た
ち
に
多
く
の
試
練
を
与
え
、
江
戸
時
代

の
新
倉
堀
抜
の
開
削
工
事
、
昭
和
時
代
の
勝
山
・
船
津
地
区

な
ど
の
土
地
改
良
事
業
な
ど
の
必
要
性
を
生
ん
だ
溶
岩
で

あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
現
在
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
な
ど
も
整
備
さ
れ
、
溶
岩
の
上
で

生
活
し
て
い
る
こ
と
も
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
富

士
山
の
溶
岩
を
先
人
た
ち
が
克
服
し
て
き
た
苦
労
の
歴
史

を
大
切
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　
次
号
で
は
、
勝
山
地
区
の
東
剣
溶
岩
、
大
嵐
地
区
の
大
嵐

溶
岩
な
ど
を
取
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
　

　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
文
化
財
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

学
芸
員
　
杉
本
悠
樹
） 河口湖(船津浜)「畳岩」

お
め
で
た
（
出
生
）

お
子
さ
ん

父

母

【
2
月
18
日
か
ら
3
月
18
日
ま
で
】

お
く
や
み
（
死
亡
）

届
出
人

鳥
居
　
聖
太
　
　
　
太
　
　
千
　
秋
　
船
津

渡
邉
建
太
郎
　
　
良
　
太
　
早
　
苗
　
船
津

宮
下
　
誠
永
　
　
香
　
一
　
美
　
恵
　
船
津

黒
澤
　
　
葵
　
　
雄
一
郎
　
真
菜
美
　
船
津

在
原
　
橙
香
　
　
　
聡
　
　
　
香
　
　
船
津

古
屋
　
蒼
空
　
　
義
　
和
　
一
　
恵
　
船
津

小
林
　
彩
乃
　
　
正
　
樹
　
　
瞳
　
　
船
津

白
須
　
柑
帆
　
　
文
　
彦
　
祐
　
香
　
船
津

野
澤
　
実
久
　
　
孝
　
嘉
　
恵
美
子
　
船
津

宮
下
　
結
仁
　
　
　
修
　
　
恵
津
子
　
船
津

兼
元
　
　
駿
　
　
慎
一
郎
　
早
　
苗
　
船
津

古
屋
　
颯
介
　
　
侯
　
治
　
佐
　
知
　
小
立

大
森
　
秀
虎
　
　
秀
　
一
　
　
幸
　
　
小
立

渡
邊
　
徠
斗
　
　
　
亮
　
　
理
奈
子
　
小
立

小
野
　
友
凜
　
　
　
亮
　
　
美
恵
子
　
小
立

刑
部
　
蒼
空
　
　
真
　
司
　
梨
　
乃
　
大
石

在
原
　
は
な
　
　
大
　
地
　
み
ず
き
　
勝
山

櫻
井
　
姫
星
　
　
哲
　
也
　
絵
　
美
　
西
湖
南

渡
辺
　
悠
斗
　
　
智
　
人
　
あ
か
ね
　
西
湖
南

渡
邉
　
直
幸
　
56
歳
　
　
信
　
明
美
　
船
津

三
浦
　
　
亘
　
77
歳
　
三
浦
わ
か
の
　
船
津

五
味
　
茂
男
　
82
歳
　
五
味
キ
ヱ
子
　
船
津

せ
い
た

あ
お
い

し
ゅ
ん

せ
い
え
い

と
う
か

そ
　
ら

あ
や
の

か
　
ほ

み
　
く

ゆ
い
と

そ
う
す
け

し
ゅ
う
ご

ら
い
と

ゆ
う
り

そ
　
ら

ひ
な
せ

ゆ
う
と

け
ん
た
ろ
う
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富
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甲
斐
の
勝
山

　
　
や
ぶ
さ
め
ま
つ
り

甲
斐
の
勝
山

　
　
や
ぶ
さ
め
ま
つ
り

河
口
湖
富
士
桜
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
ま
つ
り

河
口
湖
富
士
桜
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
ま
つ
り

お
し
あ
わ
せ
に
（
結
婚
）

人口

男

女

世帯

　　25,913人
(＋14)

 12,756人
(＋13)

 13,157人
　(＋1)

 8,983  
(＋6)

人のうごき人のうごき人のうごき

世帯

3月1日現在の
人口・世帯

Happy Wedding

渡
邉
　
久
子
　
93
歳
　
渡
邉
　
昭
男
　
小
立

山
口
　
敦
子
　
47
歳
　
外
川
　
正
道
　
浅
川

中
村
四
方
郎
　
82
歳
　
中
村
　
　
豊
　
河
口

三
浦
ま
さ
子
　
95
歳
　
三
浦
　
友
一
　
勝
山

流
石
ま
さ
子
　
96
歳
　
流
石
　
統
治
　
勝
山

三
浦
　
政
江
　
61
歳
　
三
浦
　
國
治
　
長
浜

山
口
き
く
の
　
84
歳
　
山
口
　
力
夫
　
本
栖

渡
邊
　
正
樹 

 

＝ 
 

吉
元
　
真
理
　
船
津

坂
井
　
守
門 

 

＝ 
 

梶
原
志
保
子
　
船
津

渡
邉
　
正
俊 

 

＝ 
 

小
林
　
幸
恵
　
船
津

古
屋
　
圭
偉 

 

＝ 
 

筒
井
　
知
子
　
船
津

流
石
　
隆
章 

 

＝ 
 

渡
邊
　
　
恵
　
船
津

浅
野
　
克
俊 

 

＝ 
 

木
下
　
麻
美
　
船
津

長
幡
　
東
悟 

 

＝ 
 

小
佐
野
美
樹
　
船
津

梶
原
　
良
太 

 

＝ 
 

河
野
江
里
加
　
大
石

堀
内
　
博
満 

 

＝ 
 

田
村
ゆ
か
り
　
大
石

国
民
年
金
・
社
会
保
険
相
談
所

　
富
士
桜
は
、
標
準
和
名
「
マ
メ
ザ
ク
ラ
」
と
も
い
わ
れ
、
本
州
中
部
か

ら
関
東
地
方
に
か
け
て
の
山
地
に
分
布
し
て
い
る
が
、
特
に
富
士
山

麓
に
多
く
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
富
士
桜
と
呼
ば
れ
、
昭
和
28
年
に

は
、
山
梨
県
を
代
表
す
る
県
花
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
地
域
の
富
士
桜
の
群
生
地
を
保
護
す
る
た
め
に
、
樹
木
の

間
伐
、
下
刈
り
等
を
実
施
し
て
環
境
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
ら
保
護
し
た
富
士
桜
の
大
群
生
と
、
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ

が
一
斉
に
咲
き
誇
る
こ
の
美
し
い
自
然
を
満
喫
し
て
も
ら
う
た
め
に

町
民
は
も
と
よ
り
県
民
、
観
光
客
の
方
々
に
広
く
観
賞
し
て
も
ら
う

た
め
ま
つ
り
を
計
画
し
ま
し
た
。

　
白
銀
輝
く
秀
麗
な
富
士
山
を
バ
ッ
ク
に
ア
カ
マ
ツ
林
や
カ
ラ
マ
ツ

林
の
間
に
、
薄
紅
色
の
可
憐
な
富
士
桜
と
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
が
見
頃
と

な
る
の
は
、
４
月
下
旬
か
ら
５
月
上
旬
で
す
。

　
今
年
の
河
口
湖
富
士
桜
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
ま
つ
り
は
、
４
月
26
日
か

ら
５
月
３
日
ま
で
の
８
日
間
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
河
口

湖
創
造
の
森
に
お
い
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
ま
つ
り
の
期
間
中
は
、
甘
酒
、
桜
湯
、
綿
菓
子
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
の
無

料
サ
ー
ビ
ス
や
数
量
限
定
で
す
が
、
富
士
桜
の
苗
木
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

も
行
な
い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
、
バ
タ
ー
作
り
体
験
、
竹
細
工
教
室
、
山
野
草
ガ
イ
ド
、
丸

太
切
り
体
験
、
盆
栽
や
花
木
、
特
産
品
、
う
ど
ん
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、

お
に
ぎ
り
、
お
や
き
、
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
の
販
売
等
を
行
な
い
ま
す
。

　
皆
様
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先
　
町
役
場
　
農
林
課
　
℡
72
―
１
１
１
５

　
古
式
ゆ
か
し
い
戦
国
時
代
の
勇
壮
な
伝
統
を
も
つ
富
士
河
口
湖
町

勝
山
の
や
ぶ
さ
め
は
、
９
０
０
年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　
甲
斐
源
氏
の
遠
祖
が
「
後
三
年
の
役
」
の
戦
勝
を
祝
っ
て
冨
士
御
室

浅
間
神
社
へ
奉
納
し
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
４
月
29
日
当
日
は
、
武
田
流
「
や
ぶ
さ
め
神
事
」
を
本
催
事
と
し
、
各

種
団
体
に
よ
る
芸
能
披
露
や
「
富
士
河
口
湖
町
勝
山
歴
史
民
族
資
料

館
」
の
開
放
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ビ
シ
ャ
汁
・
樽
酒
等
の
無
料
配
布
も
行
い
ま
す
。

◆
日
　
時
　
４
月
29
日
（
祝
）
午
前
11
時
か
ら

■
場
　
所
　
シ
ッ
コ
ゴ
公
園
・
冨
士
御
室
浅
間
神
社（
勝
山
）

日 
 
 

時
　
5
月
12
日 (

火)

　
　
　 

 
 

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

場 
 
 

所
　
河
口
湖
商
工
会

問
合
せ
　
山
梨
社
会
保
険
事
務
局
大
月
事
務
所

　
　
　
　
　
℡
0
5
5
4-

22-

3
8
1
1

午前１１時　　　野点開始・芸能披露（ＣＲＯＳＳ）　
午後１２時　　　冨士山流鏑馬子ども太鼓
午後１２時３０分　勝山保育所子供やぶさめ太鼓　　　
　　　　　　　武田流流鏑馬神事
　　　　　　　　　　　　（冨士御室浅間神社・本殿）
午後１時　　　  富士山流鏑馬太鼓
午後１時３０分　 馬上行進
　　　　　　　（冨士御室浅間神社からシッコゴ公園）

午後１時５０分　 素馳　　　　　　　　　　　　　　
午後２時　　　 騎射（式の的・競射各３０分）　
午後３時　　　 馬上行進
　　　　　　　（シッコゴ公園から冨士御室浅間神社）

すはせ

やぶさめまつりタイムスケジュール（予定時間）



地球環境にやさしい町づくりを進めています。

ISO 14001 認証取得

休日・夜間の救急医の問い合わせ先　℡２３－４４４４　(富士五湖消防本部テレフォンサービス)
平日　午後5時～、土曜日　12時から、日曜・祝祭日　午前8時～
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広
報
富
士
河
口
湖

　
２８

お
か
げ
さ
ま
で
１０
周
年

Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｉ
河
口
湖
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
森

　
　
「
特
別
入
館
パ
ス
ポ
ー
ト
」
の
配
布
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｉ
河
口
湖
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
森

　
　
「
特
別
入
館
パ
ス
ポ
ー
ト
」
の
配
布
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

　
富
士
山
を
望
む

音
楽
と
花
の
楽

園

Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｉ
河
口
湖
オ
ル
ゴ
ー
ル

の
森
で
は
２
０
０
９
年
９
月
９
日
に

10
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
町
民
の
皆
様
を
は

じ
め
と
す
る
多
く
の
方
々
の
多
大
な

る
ご
支
援
や
ご
協
力
の
賜
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｉ
河
口
湖
オ
ル
ゴ

ー
ル
の
森
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
地

域
文
化
高
揚
の
た
め
引
き
続
き
富
士

河
口
湖
町
民
『
特
別
入
館
パ
ス
ポ
ー

ト
』
の
発
行
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。（
本
年
度
３
回
目
で

最
終
と
な
り
ま
す
。
）

　
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
希
望
者
に
次
の
と
お
り
パ
ス
ポ
ー
ト
の
配
布
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
配
布
期
間
　
４
月
１
日
～
６
月
30
日

　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時
（
期
間
厳
守
）

※
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
は
除
く

　
　
　
　
　
　
（
５
月
２
日
～
５
月
６
日
）

■
配
布
場
所 

「
U
K
A
I
河
口
湖
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
森
」

　
　
　
　
　
　
又
は
、
町
役
場
観
光
課
（
役
場
２
Ｆ
）（
土
日
祭
日
を
除
く
）

■
配
布
要
件
　
①
一
世
帯
一
枚

　
　
　
　
　
　
②
町
民
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
る
も
の
を
ご
提
示

　
　
　
　
　
　
　
く
だ
さ
い
。（
免
許
証
、
保
険
証
等
）

●
問
合
先
　
「
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｉ
河
口
湖
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
森
」
℡
20
‐
４
１
１
１

　富士河口湖町に愛着や親しみを持っていただいている皆さんから募集しました、「町うた」の歌詞は、日

本全国から１４３名・１８５曲の応募をいただきました。この「まち歌」の歌詞を選定委員会で審査・決定し、イ

ルカさんが曲をつけてＣＤとして制作販売します。この「町うた」ＣＤは限定版として５，０００枚を製作して

販売する予定です。

　そこで「町うた」制作実行委員会では、このＣＤ製作の費用の一部を町民の皆さんに、協賛金という形で

協力をお願いし、町の多くの皆さんで作り上げた「町うた」ＣＤにしたいと思います。

協賛をいただいた方の名前と顔写真は、ＣＤのブックレットに印刷させていただきます。多くの町民の　皆

さんの協賛・協力をよろしくお願いします。

■資　格；町内在住者または、勤め先が町内の方

■協賛金；名前だけの場合；１，０００円、名前と顔写真の場合；３，０００円

■期　限：先着５００名で４月２４日（金）まで

■申込み；町役場企画課、勝山・足和田・上九一色出張所へ持参。

●問合先；町役場企画課「町うた制作実行委員会」℡：７２－６０２３

＝協賛要項＝

◆毎週放送しています、テレビ版　こうほう「富士河口湖」にレポーターなどとして協力していただける方を  
　募集しています。興味のある方は、是非、連絡して下さい。　　町役場企画課；℡７２‐６０２３

河口湖有線テレビ放送　●チャンネル　アナログ ２　デジタル １１２　　毎週日曜日～火曜日

【放映時間】午前６時15分～、午前７時15分～、午前８時15分～、午前９時15分～、午後１時15分～

　　　　　　　２時15分～、午後５時15分～、午後６時15分～、午後７時15分～、午後11時15分～

北富士有線テレビ放送　●チャンネル　アナログ １１　デジタル １１１

【放映時間】月曜日～金曜日　午後２時30分～３時、月曜日～土曜日　午後７時～７時30分

◆テレビ版　こうほう「富士河口湖」は、河口湖ＣＡＴＶと北富士有線テレビでご覧いただけます。

★ ５月の広報誌は、５月１４日（木）に発行します！

「町うた」ＣＤ制作に伴う協賛者を大、大募集！「町うた」ＣＤ制作に伴う協賛者を大、大募集！「町うた」ＣＤ制作に伴う協賛者を大、大募集！

”

“


